
集
会
の
前
段
に
一
般
財
団
法

人
国
労
会
館
仙
台
地
方
部
主
催

の
地
方
労
働
講
座
が
開
催
さ
れ
、

渡
辺
信
之
氏
（
国
労
東
日
本
本

部
副
委
員
長
）
か
ら
、
「
野
党

と
市
民
と
の
連
携
で
安
倍
暴
走

政
権
を
終
ら
せ
、
20
春
闘
で
は

国
民
と
労
働
者
の
大
幅
賃
上
げ

と
生
活
改
善
を
勝
ち
取
ろ
う
」

と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
た

●
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
イ
ラ
ン

の
革
命
防
衛
隊
司
令
官
を
空
爆

に
よ
っ
て
殺
害
。
中
東
の
緊
張

を
極
度
に
高
め
た
。
「
新
た
な

湾
岸
戦
争
」
に
繋
が
る
危
機
。

●
ア
メ
リ
カ
と
イ
ラ
ン
緊
張
激

化
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
、
一
方

的
に
「
核
合
意
」
か
ら
離
脱
。

●
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
し
た
同

盟
国
・
イ
ラ
ン
間
の
武
力
衝
突

の
危
機
。
国
連
・
各
国
に
よ
る

外
交
的
解
決
の
道
以
外
な
い
。

●
安
倍
首
相
は
、
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
の
呼
び
か
け
の
「
有
志
連

合
」
に
加
担
し
中
東
沖
に
自
衛

隊
の
派
兵
決
め
た
。

●
イ
ラ
ク
が
イ
ラ
ン
国
内
の
米

軍
基
地
攻
撃
。
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
「
軍
事
力
は
行
使
は
し
な
い
」

経
済
制
裁
を
強
化
し
た
。

●
安
倍
首
相
が
中
東
訪
問
「
ア

メ
リ
カ
・
イ
ラ
ン
の
橋
渡
し
」

成
果
な
き
外
交
は
明
ら
か
。

●
１
月
20
日
開
会
さ
れ
る
通
常

国
会
で
は
「
桜
を
見
る
会
」

「
カ
ジ
ノ
汚
職
」
「
中
東
自
衛

隊
派
兵
」
「
憲
法
改
正
」
「
年

金
改
悪
」
「
消
費
税
増
税
」
な

ど
国
民
の
生
命
・
暮
ら
し
を
守

る
闘
い
が
全
面
対
決
と
な
る
。

春
闘
行
動
に
お
い
て
、
仙
台

の
地
で
は
、
東
北
総
決
起
集
会

が
取
り
組
ま
れ
、
全
国
各
地
の

統
一
行
動
が
取
り
組
み
を
成
功

さ
せ
安
倍
暴
走
政
権
阻
止
の
闘

い
を
大
き
く
し
て
い
く
こ
と
が

春
闘
で
の
大
き
な
闘
い
に
な
る

と
述
べ
た
。

●
台
風
19
号
に
よ
り
長
野
新
幹

線
車
両
セ
ン
タ
ー
が
水
没
。
新

幹
線
12
両
10
編
成
と
基
地
設
備

の
被
害
総
額
は
７
７
８
億
円
＋

α
。
コ
ス
ト
や
収
入
に
つ
い
て

社
員
に
意
識
付
け
を
し
て
き
て

い
る
こ
と
は
明
ら
か
。
今
ま
で

の
よ
う
な
好
景
気
で
は
な
い
こ

と
を
社
員
、
グ
ル
ー
プ
会
社
社

員
に
宣
伝
。
締
め
付
け
は
間
違

い
な
く
や
っ
て
来
る
。
台
風
被

害
に
よ
る
損
害
や
減
収
を
受
け

て
、
今
年
の
JR
東
の
1
月
号
の

会
長
と
社
長
の
新
年
の
挨
拶
は
、

「
こ
う
し
た
ピ
ン
チ
が
あ
る
か

ら
変
革
２
０
２
７
で
頑
張
り
ま

し
ょ
う
」
と
言
っ
て
い
る
。

「
変
革
２
０
２
７
」
を
進
め
る

の
は
社
員
の
皆
さ
ん
な
ん
で
す

と
言
っ
て
い
る
。

●
働
き
方
改
革
に
よ
る
働
き
が

い
向
上
の
見
直
し
。
介
護
・
育

児
関
連
休
暇
、
保
存
休
暇
を
エ

ル
ダ
ー
先
へ
引
継
ぎ
、
短
日
数

勤
務
の
整
備
な
ど
改
善
を
求
め

て
行
く
。
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
の
実
施
。
10
年
た
っ
た
ら
移

動
。
職
場
の
中
で
競
争
が
激
化
。

車
両
・
営
業
・
保
線
・
電
気
関

係
全
て
に
「
変
革
２
０
２
７
」

の
提
案
が
さ
れ
「
見
直
し
交
渉
」

「
見
直
し
要
求
」
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

●
貨
物
職
場
。
２
０
１
９
年
度

の
中
間
決
算
過
去
最
高
の
経
常

利
益
47
億
円
を
達
成
。
し
か
し
、

社
員
に
対
す
る
扱
い
は
非
常
に

厳
し
い
。
貨
物
の
経
営
の
問
題

は
全
貨
恊
と
し
て
団
体
交
渉
を

行
っ
て
き
た
。
ま
た
、
新
人
事

賃
金
制
度
は
、
１
２
８
項
目
、

22
回
、
60
時
間
を
超
え
る
団
体

交
渉
を
行
い
実
施
を
4
月
か
ら

10
月
に
延
期
さ
せ
た
。
こ
の
闘

い
を
通
し
6
名
の
青
年
運
転
士

が
国
労
に
加
入
し
た
。

●
社
員
代
表
者
選
挙
。
昨
年
は
、

JR
内
で
11
の
職
場
、
グ
ル
ー
プ

会
社
で
は
16
の
職
場
で
国
労
が

代
表
者
に
な
っ
た
。
た
だ
選
挙

に
出
る
の
で
は
な
く
労
働
組
合

と
し
て
職
場
の
問
題
の
改
善
、

取
り
組
む
姿
勢
を
見
せ
る
こ
と

が
出
来
た
。
ま
た
、
創
意
工
夫

し
な
が
ら
対
会
社
と
し
て
取
り

組
ん
だ
。
結
果
、
国
労
組
合
員

以
上
の
票
を
獲
得
し
て
い
る
。

●
春
闘
に
つ
い
て
。
国
労
の
要

求
は
、
第
１
９
０
回
拡
大
中
央

委
員
会
で
春
闘
方
針
が
決
定
さ

れ
る
。
JR
各
社
で
格
差
が
あ
る
。

四
国
・
九
州
・
北
海
道
は
18
年

ベ
ア
ゼ
ロ
。
こ
の
実
態
を
改
善

す
る
取
り
組
み
が
必
要
。
JR
東

日
本
で
は
７
割
が
組
合
未
加
入

と
な
り
、
賃
上
げ
要
求
も
な
い
。

１
円
で
も
上
げ
て
も
ら
い
た
い

と
誰
も
が
思
っ
て
い
る
。
若
い

人
た
ち
が
思
っ
て
い
る
要
求
・

不
満
を
集
約
し
な
が
ら
、
春
闘
・

組
合
の
必
要
性
を
訴
え
て
組
織

拡
大
を
取
り
組
ん
で
い
く
と
述

べ
講
演
を
締
め
く
く
っ
た
。

引
き
続
き
、
小
檜
山
執
行
委

員
長
が
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
向

こ
う
一
年
間
の
闘
う
決
意
を
述

べ
、
活
動
家
交
流
集
会
に
入
っ

た
。
原
子
書
記
か
ら
20
春
闘
ま

で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
お
よ
び
取

り
組
み
に
つ
い
て
10
項
目
に
つ

い
て
提
起
が
さ
れ
た
。
ま
た
、

武
田
組
織
部
長
よ
り
組
織
対
策

会
議
、
代
表
者
選
挙
、
新
規
採

用
者
獲
得
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
提
起
を
受
け
た
後
、
地
方
本

部
内
三
支
部
か
ら
の
報
告
と
全

体
討
論
が
行
わ
れ
、
12
人
の
仲

間
が
活
発
に
意
見
を
述
べ
た
。

▼
エ
ル
ダ
ー
職
場
を
含
め
た

労
働
条
件
改
善
。
新
幹
線
電
車

の
検
査
周
期
延
伸
に
向
け
た

「
テ
ス
ト
カ
ー
」
に
よ
る
台
車

検
査
・
全
般
検
査
の
試
験
が
終

了
。
会
社
は
１
０
月
か
ら
検
査

周
期
延
伸
を
実
施
予
定
。
し
か

し
、
台
車
の
駆
動
装
置
、
パ
ン

タ
グ
ラ
フ
の
不
具
合
問
題
が
懸

念
さ
れ
る
中
の
実
施
。
組
合
と

し
て
点
検
を
強
化
し
て
い
く
。

▼
モ
ニ
タ
ー
通
勤
制
度
の
廃
止

に
伴
い
エ
ル
ダ
ー
社
員
の
負
担

が
増
大
す
る
問
題
を
地
方
本
部

と
東
日
本
本
部
に
上
げ
、
本
社

交
渉
の
結
果
、
「
通
勤
援
助
金
」

の
支
給
が
実
現
し
た
。
労
働
組

合
の
必
要
性
と
国
労
の
存
在
を

ア
ピ
ー
ル
で
き
た
成
果
は
大
き

い
。

▼
エ
ル
ダ
ー
・
契
約
組
合
員
意

見
交
換
会
を
４
年
間
継
続
開
催
。

エ
ル
ダ
ー
職
場
の
状
況
、
問
題

点
を
共
有
化
す
る
取
組
行
っ
て

い
る
。

▼
過
半
数
代
表
者
選
挙
が
、
グ

ル
ー
プ
会
社
の
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｍ
と
テ

ク
ノ
サ
ー
ビ
ス
で
実
施
。
「
意

見
交
換
会
」
で
出
さ
れ
た
「
昼

休
憩
終
了
５
分
前
に
作
業
に
向

か
わ
ざ
る
を
得
な
い
実
態
」
を

代
表
選
挙
で
訴
え
た
結
果
、
作

業
ダ
イ
ヤ
の
変
更
が
実
現
し
、

改
善
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、

Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｍ
の
職
場
で
は
国
労
の

エ
ル
ダ
ー
組
合
員
が
多
く
の
プ

ロ
パ
ー
社
員
の
票
を
取
り
付
け
、

信
任
投
票
に
持
ち
込
ん
だ
結
果
、

過
半
数
を
大
き
く
上
回
り
国
労

エ
ル
ダ
ー
組
合
員
が
社
員
代
表

と
な
っ
た
。
安
全
衛
生
委
員
に

も
国
労
組
合
員
が
選
出
さ
れ
、

イ
ン
パ
ク
ト
レ
ン
チ
の
振
動
や

騒
音
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
が
縦

横
に
走
り
回
る
危
険
な
職
場
の

問
題
を
安
全
衛
生
委
員
会
で
改

善
さ
せ
た
。
グ
ル
ー
プ
会
社
の

労
働
条
件
を
改
善
さ
せ
プ
ロ
パ
ー

社
員
の
組
織
化
が
重
要
。

▼
20
春
闘
の
取
り
組
み
強
化
に

つ
い
て
。
「
職
場
か
ら
春
闘
を

闘
う
」
を
原
点
に
要
求
獲
得
・

職
場
改
善
に
向
け
一
人
一
要
求

を
取
り
組
む
。
分
会
・
班
集
会

で
要
求
集
約
し
現
場
長
要
請
行

動
を
取
り
組
む
。
昨
年
に
引
き

続
き
若
手
社
員
の
不
満
・
不
平

を
要
求
に
組
み
入
れ
な
が
ら
労

働
組
合
と
し
て
春
闘
を
職
場
全

体
に
広
め
る
。

▼
組
織
強
化
・
拡
大
の
取
り
組

み
。
東
労
組
を
脱
退
し
た
若
手

社
員
は
、
「
組
合
費
が
取
ら
れ

な
く
て
給
料
が
増
え
た
」
、

「
動
員
が
無
く
な
っ
て
良
か
っ

た
」
と
い
う
一
方
で
、
「
36
協

定
な
ど
組
合
が
無
い
と
誰
も
教

え
て
く
れ
な
い
」
と
い
っ
た
不

安
か
ら
、
組
合
を
必
要
と
す
る

社
員
も
い
る
。
日
々
一
緒
に
働

い
て
い
る
若
者
と
の
関
わ
り
を

持
ち
労
働
組
合
の
必
要
性
を
伝

え
労
働
組
合
に
組
織
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

▼
社
友
会
は
、
助
役
が
講
師
と

な
り
「
働
き
方
改
革
の
提
案
」

と
題
し
て
、
完
全
週
休
二
日
制

の
実
現
に
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
て
い
る
。
一
日
の
労
働

時
間
を
長
く
し
て
完
全
週
休
二
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地
方
本
部
は
1
月
11
日
、
仙
台
市
内
ホ
テ
ル
法
華
ク
ラ
ブ
に

お
い
て
「
２
０
２
０
年
春
闘
勝
利
活
動
家
交
流
集
会
」
を
開
催

し
た
。
会
議
に
は
各
支
部
と
分
会
代
表
が
参
加
し
、
賃
金
闘
争

を
は
じ
め
労
働
条
件
改
善
や
組
織
問
題
な
ど
活
発
な
意
見
交
換

を
行
い
、
今
年
一
年
の
闘
う
方
向
性
を
全
体
で
確
認
し
た
。

講演する渡辺副委員長



日
を
実
現
す
る
と
い
う
内
容
。

▼
３
月
退
職
の
組
合
員
に
対
し

て
、
昨
年
12
月
に
エ
ル
ダ
ー
提

示
が
さ
れ
た
。
し
か
も
本
人
の

希
望
し
た
職
種
・
勤
務
地
で
は

な
い
。
会
社
に
説
明
を
求
め
ギ

リ
ギ
リ
ま
で
闘
う
。

▼
12
月
定
期
支
部
大
会
を
開
催

し
執
行
体
制
を
確
立
し
た
が
、

現
職
9
名
、
エ
ル
ダ
ー
20
名
と

組
合
員
が
減
少
し
厳
し
い
状
況
。

▼T
R
A
I
N

S
U
I
T
E

四
季
島
が
入

場
し
た
。
厳
戒
体
制
の
中
で
通

用
門
が
制
限
さ
れ
通
勤
が
不
便

に
な
っ
た
。
ま
た
、
検
修
の
際
、

会
社
は
「
触
る
な
・
キ
ズ
を
付

け
る
な
」
と
の
説
明
。
ど
う
や
っ

て
検
修
す
る
の
か
問
題
が
出
て

い
る
。

▼
2
名
の
組
合
員
に
郡
山
Ｊ
Ｒ

Ｔ
Ｍ
に
提
示
が
あ
っ
た
。
２
年

前
、
あ
と
か
ら
提
示
さ
れ
た
組

合
員
が
仙
台
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
組
合
員
に
は
不
安
が
あ
る
。

こ
の
様
な
こ
と
が
無
い
よ
う
支

部
と
し
て
闘
っ
て
行
く
。

▼
郡
工
支
部
に
は
、
貨
物
分
会

が
あ
り
、
格
差
是
正
を
訴
え
て

き
た
。
自
分
自
身
が
エ
ル
ダ
ー

と
な
っ
て
賃
金
・
手
当
が
半
分

に
な
っ
た
。
改
め
て
貨
物
の
仲

間
の
大
変
さ
、
苦
し
み
を
理
解

し
た
。
格
差
是
正
を
客
貨
一
体

で
闘
う
。

▼
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
。

運
転
士
は
大
変
不
安
に
な
っ
て

い
る
。
各
種
委
員
会
参
加
は
自

分
の
時
間
。
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
の
導
入
で
労
働
者
間
の

競
争
が
始
ま
っ
て
い
る
。

▼
国
労
組
合
員
が
一
人
の
た
め

掲
示
板
が
な
い
。
若
い
仲
間
、

他
労
組
に
は
職
場
の
問
題
を
話

な
が
ら
国
労
の
運
動
を
広
め
て

い
る
。

▼
冬
季
団
交
。
駅
・
運
転
区
・

保
線
・
信
通
で
要
求
を
集
約
。

団
交
の
会
社
側
交
渉
員
が
毎
年

代
わ
り
引
継
ぎ
が
さ
れ
ず
本
題

に
入
れ
な
い
。
今
後
、
冬
季
の

集
約
集
会
を
開
き
合
わ
せ
て
春

闘
の
要
求
作
り
を
行
っ
て
い
く
。

◆
組
織
強
化
・
拡
大
。
貨
物
労

の
35
歳
組
合
員
が
国
労
の
取
り

組
み
に
共
感
。
昨
年
亡
く
な
っ

た
Ｈ
さ
ん
を
中
心
に
「
国
労
に

来
な
い
か
」
と
関
わ
り
を
持
っ

て
き
た
。
加
入
用
紙
を
渡
し
加

入
す
る
意
思
確
認
ま
で
し
た
。

し
か
し
、
数
日
後
、
貨
物
労
か

ら
無
視
や
冷
た
く
扱
わ
れ
、
国

労
加
入
は
見
送
り
と
な
っ
た
。

国
労
組
合
員
が
少
な
い
中
、
加

入
し
た
本
人
を
守
り
き
る
難
し

さ
を
経
験
し
た
。
今
後
も
拡
大

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
貨
物
福
島
分
会
）

◆
貨
物
福
島
分
会
の
組
織
拡
大

の
取
り
組
み
つ
い
て
、
関
東
貨

物
恊
の
大
宮
車
両
所
、
黒
磯
機

関
区
で
国
労
加
入
し
た
方
が
い

る
の
で
オ
ル
グ
に
来
て
も
ら
い

交
流
し
問
題
の
共
有
化
を
図
る
。

旅
費
等
の
問
題
に
つ
い
て
は
地

方
本
部
に
お
願
い
し
た
い
。

（
福
島
県
支
部
）

◆
災
害
時
、
避
難
勧
告
が
出
さ

れ
た
地
域
に
通
勤
し
て
こ
い
と

い
う
問
題
。
新
潟
・
福
島
豪
雨

の
時
、
保
線
の
仲
間
に
対
し
て

現
場
確
認
の
指
示
が
あ
っ
た
の

を
断
っ
た
。

◆
郡
山
駅
で
国
労
に
加
入
し
た

５
名
が
次
々
と
転
勤
さ
せ
ら
れ

郡
山
駅
に
残
っ
た
の
は
１
名
だ

け
に
な
っ
た
。
ま
た
、
分
会
書

記
長
に
対
し
代
表
者
選
挙
の
危

機
感
か
ら
な
の
か
小
野
新
町
に

配
転
し
て
き
た
。
組
織
破
壊
攻

撃
と
し
て
考
え
て
行
く
。

◆
ワ
ン
マ
ン
運
転
に
伴
い
無
人

駅
の
乗
車
証
明
書
が
導
入
さ
れ

有
人
駅
の
精
算
業
務
が
増
え
た
。

◆
リ
ビ
ッ
ト
の
プ
ロ
パ
ー
社
員

の
低
賃
金
実
態
。
就
業
規
則
改

正
の
意
見
書
提
出
す
る
中
深
夜

手
当
が
支
給
さ
れ
た
。
継
続
し

て
改
善
を
図
る
。

（
福
島
県
支
部
）

◆
理
不
尽
な
エ
ル
ダ
ー
提
示
に

対
し
、
檄
紙
・
檄
励
文
を
頂
き

お
礼
を
申
し
上
げ
る
。
昨
年
11

月
、
４
人
に
提
示
が
あ
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
、
本
体
・
Ｂ
Ｔ
・
一

建
山
形
・
遠
藤
建
業
。
Ｙ
氏
が

提
示
さ
れ
た
一
建
山
形
は
、
自

宅
か
ら
通
勤
出
来
な
い
し
、
し

か
も
持
病
を
抱
え
て
い
る
。
地

方
苦
情
処
理
委
員
会
で
却
下
さ

れ
、
中
央
苦
情
処
理
委
員
会
で

も
差
し
戻
し
さ
れ
な
か
っ
た
。

ま
た
、
Ａ
氏
は
、
Ｐ
社
で
も
Ｇ

社
で
も
な
い
会
社
。
悩
ん
で
い

る
仲
間
を
一
人
に
し
な
い
闘
い
、

署
名
の
取
り
組
み
を
要
請
す
る
。

（
仙
台
建
築
分
会
）

◆
20
春
闘
一
人
一
要
求
の
取
り

組
み
、
若
手
社
員
7
名
か
ら
も

ア
ン
ケ
ー
ト
集
約
。
エ
ル
ダ
ー

職
場
で
は
、
エ
ル
ダ
ー
社
員
意

見
交
換
会
で
出
た
意
見
も
入
れ

要
求
書
を
作
成
し
た
。

◆
エ
ル
ダ
ー
提
示
が
退
職
の
２

週
間
前
、
持
病
が
あ
る
に
も
係

ら
ず
東
北
ロ
ジ
。
ま
た
、
３
月

退
職
者
に
対
し
12
月
に
提
示
、

本
人
希
望
を
無
視
し
て
い
る
。

（
仙
総
所
支
部
・
台
車
）

◆
Ｔ
Ｓ
Ｓ
と
の
交
渉
窓
口
を
早

急
に
。

◆
瀬
峰
駅
か
ら
渡
波
駅
に
通
勤

１
時
間
以
上
か
け
助
勤
。
要
員

の
見
直
し
が
必
要
。

◆
災
害
時
、
運
転
見
合
わ
せ
指

令
・
管
理
駅
か
ら
連
絡
や
放
送

が
な
い
。
駅
社
員
が
バ
ス
代
行
・

乗
務
員
救
出
要
請
を
行
っ
て
い

る
。
会
社
に
改
善
を
求
め
る
。

◆
建
築
の
病
気
の
仲
間
に
通
勤

出
来
な
い
勤
務
地
に
エ
ル
ダ
ー

提
示
が
さ
れ
た
。
到
底
許
す
こ

と
は
で
き
な
い
。
自
分
た
ち
の

問
題
と
し
て
取
り
組
む
。

◆
３
月
ダ
イ
ヤ
改
正
で
常
磐
線

が
全
面
開
通
予
定
。
中
間
駅
は

除
染
で
線
量
は
下
が
っ
た
が
未

だ
に
７
～
８
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ

ル
ト
の
箇
所
も
あ
る
。
今
後
の

会
社
対
応
を
明
確
に
。

（
岩
沼
駅
連
合
）

◆
宮
城
野
運
輸
区
で
は
、
台
風

19
号
で
福
島
か
ら
の
出
勤
を
確

認
し
た
と
こ
ろ
自
宅
待
機
は
な

い
と
い
わ
れ
、
仙
台
駅
に
着
い

た
途
端
に
自
宅
待
機
と
い
わ
れ

た
。
翌
日
、
計
画
運
休
の
た
め

自
腹
で
レ
ン
タ
カ
ー
で
帰
宅
。

ま
た
、
白
石
電
力
メ
セ
で
は
休

養
室
が
冠
水
、
２
段
ベ
ッ
ト
の

上
段
で
マ
ス
ク
を
付
け
仮
眠
。

車
で
出
勤
、
メ
セ
駐
車
場
で
冠

水
。
会
社
へ
補
償
す
る
よ
う
要

請
。

◆
Ｙ
氏
へ
一
建
山
形
に
提
示
、

苦
情
処
理
委
員
会
で
新
庄
や
米

沢
も
あ
っ
た
が
身
体
を
考
慮
し

た
と
言
っ
て
い
る
？
同
意
出
来

な
い
条
件
の
提
示
は
「
高
年
齢

者
雇
用
安
定
法
」
に
抵
触
す
る

と
考
え
る
。
専
門
家
の
意
見
聞

き
た
い
。

◆
過
半
数
代
表
者
選
挙
。
電
子

投
票
を
行
っ
て
い
る
職
場
が
あ

る
。
人
事
課
は
「
会
社
は
電
子

投
票
を
強
制
し
て
い
な
い
。
民

主
的
な
方
法
で
」
と
言
っ
て
い

る
。
地
方
本
部
か
ら
の
働
き
か

け
を
お
願
い
す
る
。

◆
駅
の
無
人
化
。
渡
波
駅
・
前

谷
地
駅
が
無
人
駅
の
噂
。
渡
波

駅
は
上
り
ホ
ー
ム
か
ら
下
り
ホ
ー

ム
へ
の
横
断
を
伴
う
危
険
な
実

態
。
会
社
は
組
合
提
案
な
し
に

進
め
て
い
る
。
提
案
す
る
よ
う

会
社
に
求
め
て
欲
し
い
。

（
宮
城
県
支
部
）

◆
分
会
集
会
を
年
４
回
開
催
し

闘
う
方
針
を
決
定
。

◆
賃
上
げ
基
本
給
の
４
％
で
は

な
く
、
若
い
人
・
年
輩
統
一
で

一
万
一
千
円
要
求
で
良
い
の
で

は
な
い
か
。

（
宮
城
貨
物
分
会
）

◆
火
災
の
見
舞
金
、
こ
の
場
を

借
り
て
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。

◆
火
事
の
関
係
で
JR
共
済
か
ら

３
０
０
万
円
融
資
を
受
け
ら
れ

な
い
で
い
る
。
契
約
社
員
期
間

は
退
職
金
に
加
算
さ
れ
な
い
問

題
。
団
交
で
交
渉
し
て
い
る
が

会
社
は
認
め
な
い
。
弁
護
士
と

相
談
し
て
今
後
を
決
め
た
い
。

（
自
動
車
支
部
）

◆
過
半
数
代
表
者
選
挙
。
関
連

会
社
で
チ
ラ
シ
回
覧
で
組
合
活

動
と
会
社
が
介
入
。

◆
車
掌
職
場
で
は
、
年
休
取
得

す
る
た
め
に
休
日
出
勤
せ
ざ
る

を
得
な
い
実
態
。
ジ
ョ
ブ
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
導
入
で
若
手
社
員

の
不
安
の
声
、
労
働
組
合
の
意

義
や
必
要
性
を
話
し
て
く
る
社

員
も
い
る
。

◆
退
職
前
年
度
の
11
月
ま
で
の

提
示
が
ル
ー
ル
だ
が
、
会
社
は

約
束
で
は
な
い
と
い
う
。
Ａ
氏

に
対
し
Ｐ
社
、
Ｇ
社
で
も
な
い

関
連
会
社
へ
提
示
が
さ
れ
た
。

苦
情
処
理
委
員
会
で
却
下
。
目

の
病
気
も
あ
る
の
で
産
業
医
に

相
談
し
て
行
く
。
ま
た
、
Ｙ
氏

は
無
呼
吸
症
候
群
の
病
気
を
抱

え
、
通
勤
も
出
来
な
い
山
形
へ

提
示
。
分
会
で
も
議
論
を
行
い

北
部
現
業
前
の
チ
ラ
シ
配
布
行

動
、
支
社
前
の
街
宣
行
動
を
分

会
全
体
で
取
り
組
ん
だ
。
今
後
、

理
不
尽
な
提
示
許
さ
な
い
闘
い

を
地
方
本
部
に
も
要
請
す
る
。

（
宮
城
県
支
部
）

◆
米
沢
連
合
分
会
で
は
昨
年
12

月
23
日
に
集
会
・
忘
年
会
開
催

し
団
結
を
図
っ
て
き
た
。

◆
米
沢
信
号
メ
セ
で
は
、
建
屋

が
老
朽
化
で
ト
イ
レ
の
異
臭
、

水
道
管
の
異
常
の
改
善
、
ト
イ

レ
・
フ
ロ
ア
清
掃
を
現
場
の
要

求
で
勝
ち
取
る
こ
と
が
出
来
た
。

◆
メ
セ
エ
リ
ア
外
の
障
害
復
旧

に
も
対
応
さ
せ
ら
れ
た
。
ル
ー

ル
が
守
ら
れ
て
い
な
い
。
若
手

社
員
に
も
話
な
が
ら
取
り
組
み

を
強
化
す
る
。

（
米
沢
連
合
分
会
）

◆
エ
ル
ダ
ー
出
向
先
、
Ｔ
Ｓ
Ｓ

で
は
、
短
日
数
制
度
が
導
入
さ

れ
て
い
る
が
実
施
さ
れ
て
い
な

い
。
テ
ク
ノ
で
は
、
国
労
２
名

が
短
日
数
制
勤
務
と
な
っ
た
。

し
か
し
冬
季
間
は
除
く
条
件
。

制
度
が
あ
る
以
上
、
希
望
者
全

員
の
実
施
を
強
く
要
請
す
る
。

◆
エ
ル
ダ
ー
の
基
本
給
が
低
い
、

制
度
が
変
わ
り
一
時
金
制
度
が

上
が
っ
た
。
エ
ル
ダ
ー
手
当
の

改
善
を
要
請
す
る
。

◆
只
見
線
の
管
理
駅
が
会
津
坂

下
駅
か
ら
会
津
若
松
駅
に
変
更

さ
れ
、
会
津
宮
下
駅
・
会
津
川

口
駅
・
只
見
駅
の
３
駅
を
交
互

に
回
る
勤
務
と
な
っ
た
。
各
駅

の
運
転
取
り
扱
い
が
違
う
た
め

在
勤
駅
の
指
定
を
駅
長
、
助
役

に
求
め
て
き
た
結
果
、
改
善
さ

れ
た
。

（
会
津
若
松
地
区
分
会
）

第２７７０ 国労せんだい ２０２０年２月１９日

団結 抵抗 統一

郡山電力技術センターの佐々木で
す。昨年7月1日付で国労に加入しま
した。加入の経緯について、同じ職
場の佐藤拓美さんから「今の情勢」
や「労働者がどういう環境で働かさ
れているのか」、「組合の人達はど
の様に考えているのか」といった話
を聞いて、自分も入った方が良いの
かと思い加入しました。

現在、不安なのは新幹線、在来線
が分かれ新幹線が別の組織に変わっ
て、どんな働き方になるのか、4月
になって電力技術センーからどこに
移動させられるのか不安。今後エリ
アが広がり青森と広域な移動の可能
性もあるので不安もある。そうした
中で、国労に加入したことは心強い
と思います。

今後、職場で新入社員の人たちも
不安があれば国労という組合があり
職場環境をよくする活動をしている
ことを広め、どんどん若手を増やし
ていきたいです。


